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【結果】高機能 PDD 児 132 名中 65.9％(n=87)が HS 群に、34.1%(n=45)が non-HS
群に分類された。最も多く認めた感覚過敏性を示す感覚領域は聴覚であった。ロジス
ティック回帰分析では、高機能 PDD 児の感覚過敏性は PDD サブタイプのうちの自
閉性障害であることと、不安や抑うつ症状と有意な関連があることが示された。 
 
【結論】高機能PDD児の大半が感覚過敏性を有している。今回の研究から、感覚過敏
性がPDDサブタイプのうち最も重症群とされる自閉性障害と有意な関連を示したこ
とから、感覚過敏性は高機能PDDの中核症状の一つである可能性が示唆された。また、
感覚過敏性と不安や抑うつ症状との関連も示されたため、PDD児の診療において、特
に自閉性障害である場合や不安や抑うつ症状を伴う場合には、積極的に評価すべきで
ある。 
 
 
